
出展技術の分類

技術名称 IRI 路面測定装置 ACTUS plus 担当部署 道路グループ

NETIS登録番号 担当者

社名等 (株)ニュージェック 電話番号 06-6374-4031 （道路グループ代表）

技術の概要

安全・防災　　 インフラDX　 　 維持管理　  　 環境　　コスト　　品質　 　　　（該当分類に〇を付記）

●IRI とは国際ラフネス指数（International Roughness Index) のこ
とであり、1986 年に世界銀行により提唱された舗装路面と運転者
の乗り心地を関連付けた指数。
●我が国では「舗装点検要領( 国土交通省道路局, 平成28 年
10 月）」以降、路面の縦断凹凸の評価をIRI を用いて評価を行っ
ている。
●ACTUS Plus はCLAS 対応GNSS を採用し高精度測位の実現
を図り、各種センサー類を一般車両に設置して走行し、無線により
路面性状データを取得することができるIRI 簡易計測システム。

●加速度センサーを車両のサスペンション上下に取り付け、センサーから本体間のデータ送信は無線に
より送信（車内とセンサーの接続が不要）する。
● GNSS および車速パルスから正確な位置情報を取得する（車速パルスは車の速度に合わせて車輪
などの回転から生成される信号）。
● 車速パルスを活用し、本体に接続することによりトンネル内などGNSS 情報の取得が出来ない場所で
の位置情報も取得が可能
● 路面データと位置情報データを結合し、パソコン上でリアルタイムモニタリングが可能
● 計測結果を地図や図面上にプロット表示可能
● CLAS 対応GNSS 採用により、高精度測位（cm 級） を実現

１．技術開発の背景及び契機

技 術 概 要 書　（様式）

３．技術の効果

本技術の活用により、高頻度のデータの取得、経済性、施工性の
向上、工期短縮、地球環境への影響抑制が期待できる。

４．技術の適用範囲

全ての道路の維持管理に適用可能

２．技術の内容

５．活用実績

※別紙２



６．写真・図・表


